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新型コロナウイルスのಏ෫的特ඉ

・初期ඪ状はインフルエンザや感ྋに๚て
おり、多くのඪ例で発೸、ళล器ඪ状
（Ꭼ、ድ頭൱、࿀ᅑ、࿀൷）、頭൱、⌾ဵ感
ᚃಁ・味ಁඪ状を訴える場合がある。

・重ඪ化する場合、1ౝ間以上අ切れなど
ཡ༇に関連したඪ状を認め、ళล不全、
急性ళล჉಴ඪ౜ණや敗ഷඪなどをಡ発。

・無ඪ状病原体保有者や発ඪ2日前からの
感ഉリスクもある。



相談・受൧の目安

⋇අౙしさ（ళล൑難）、強いだるさ（⌾ဵ感）、37.5 °以上の
高೸ಉの強いඪ状のいずれかがある場合。

⋈重ඪ化しやすい方で、発೸やᎬなどのೄい風ဪのඪ状がある場合。

⋉上記以外の方で、発೸やᎬなど比ຎ的ೄい風ဪのඪ状が続く
場合（ඪ状が4日以上続く場合、強いඪ状と思う場合、解೸ද
などをධみ続けなければならない場合）。

以下のいずれかにჾ当する場合は、
主治医や身近な医療機関、受൧・相談センターಉに連൪



利用者の健೨管理と対策

・通所前に自宅での体ആ೾定をൂ౅し、本人や家ఔの健೨状態を確認し、
必要に応じてサービス利用を中止し、受൧・相談センターへ相談させる。

・来所時に体ആ、ഷಓ、ဿ༭、経ຜ的動ဿഷ෷ಞᆳ和度などのバイタル೾
定を行い、ళล器ඪ状や⌾ဵ感、味ಁ・ᚃಁ障害などの聞き取りを行う。

・認知ඪ೩者の感ഉ対策にはఢ೧のサポートが重要。清ၷ観念の理解や清
ၷ行ನの実施が難しい場合は、職員がウェットティッシュಉでふき取る
など、ฑໞに対応する。

施設内にウイルスを持ち込まない、拡げない。



職員の健೨管理と対策

൤段に比べ体ആ、体調に౮変がある場合は出ඐを検討する。

・発೸、Ꭼᚍ、࿀ᅑ、全身⌾ဵ感をൣう体調の変化を感じた場合は、
ῷῳすることなく、出ඐする前に職場に連൪し相談する。また家
ఔに同様のඪ状がある場合も対応を相談する。

・ඐ務中に体調不良を感じた場合、೑ཿせずに必ず管理者に申し出
る。また೬ህ時なども「3つのഡ」をೂけるように配ൟする。ධ
食の際は、会話をඓえ、対面にならないように注意する。
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